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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打球面と前記打球面の背面側に位置するフェースバック面とを有するフェース部と、
　前記フェースバック面の後方側に設けられたキャビティ部とを備え、
　前記キャビティ部は、前記打球面に対してシャフト側の端部に位置するヒール部から、
前記打球面に対して前記ヒール部と反対側の端部に位置するトゥ部に向かう方向に延びる
溝部を含み、
　前記ヒール部から前記トゥ部まで延びる方向において、前記ヒール部と前記トゥ部との
間に位置する中央部での前記打球面から前記溝部の前記打球面側の側壁までの厚みは、前
記ヒール部および前記トゥ部における前記厚みより厚く、
　前記トゥ部における前記厚みは、前記ヒール部における前記厚みよりも厚い、アイアン
ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　鍛造により形成されている、請求項１に記載のアイアンゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記中央部における前記厚みは３．５ｍｍ以上７．５ｍｍ以下であり、前記トゥ部にお
ける前記厚みは３．０ｍｍ以上５．０ｍｍ以下であり、前記ヒール部における前記厚みは
２．０ｍｍ以上４．０ｍｍ以下である、請求項１または請求項２に記載のアイアンゴルフ
クラブヘッド。
【請求項４】
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　前記溝部の底部における前記厚みが前記溝部の上端部における前記厚みよりも薄い、請
求項１～３のいずれか１項に記載のアイアンゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のアイアンゴルフクラブヘッドを備えるアイアンゴ
ルフクラブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイアンゴルフクラブヘッドおよびアイアンゴルフクラブに関し、特に、キ
ャビティ内に溝部を有するアイアンゴルフクラブヘッドおよびアイアンゴルフクラブに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来からフェース部の背面側にキャビティ部を有するキャビティバック型のアイアンゴ
ルフクラブヘッドは広く知られている。
【０００３】
　特許第３６５８３９３号公報には、キャビディ部に溝部を有するアイアンゴルフクラブ
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３６５８３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許第３６５８３９３号公報に記載のアイアンゴルフクラブは、フェー
ス面内において反発係数のばらつきが大きいため、フェース部の中央部で打球したときと
、フェース部の中央部からわずかにずれた領域で打球したときとでは、打球感や飛距離が
大きく異なる。特に、フェース部の中央部とシャフトに近接するヒール部側の領域とでは
反発係数の差が大きく、打球の方向安定性を求める使用者には扱いづらいという課題があ
った。
【０００６】
　本発明は上記のような課題を解決するためになされたものである。本発明の主たる目的
は、打球面内の反発係数のばらつきを低減したアイアンゴルフクラブヘッドおよびアイア
ンゴルフクラブを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のアイアンゴルフクラブヘッドは、打球面と前記打球面の背面側に位置するフェ
ースバック面とを有するフェース部と、フェースバック部の後方側に設けられたキャビテ
ィ部とを備える。キャビティ部は、打球面に対してシャフト側の端部に位置するヒール部
から、前記打球面に対して前記ヒール部と反対側の端部に位置するトゥ部に向かう方向に
延びる溝部を含み、ヒール部から前記トゥ部まで延びる方向において、ヒール部と前記ト
ゥ部との間に位置する中央部での前記打球面から前記溝部の前記打球面側の側壁までの厚
みは、前記ヒール部および前記トゥ部における前記厚みより厚い。前記トゥ部における前
記厚みは、前記ヒール部における前記厚みよりも厚い。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、打球面内の反発係数のばらつきを低減したアイアンゴルフクラブヘッ
ドおよびアイアンゴルフクラブを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】実施の形態１に係るアイアンゴルフクラブヘッドを説明するための図である。
【図２】図１中線分ＩＩ－ＩＩにおける断面図である。
【図３】図１中線分ＩＩＩ－ＩＩＩにおける断面図である。
【図４】実施の形態２に係るアイアンゴルフクラブヘッドを説明するための図である。
【図５】実施の形態３に係るアイアンゴルフクラブヘッドを説明するための断面図である
。
【図６】実施例の各試料について、ヒール部からトゥ部まで延びる方向におけるフェース
部の厚み分布を説明するための図である。
【図７】実施例の各試料について、解析結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について、説明する。なお、以下の図面に
おいて、同一または相当する部分には同一の参照番号を付し、その説明は繰り返さない。
【００１１】
　（実施の形態１）
　図１は本実施の形態に係るアイアンゴルフクラブヘッドをトップエッジ側から見たとき
の斜視図である。図２は、図１中の線分ＩＩ－ＩＩにおける断面図である。図３は、図１
中の線分ＩＩＩ－ＩＩＩにおける断面図である。
【００１２】
　図１～図３を参照して、本実施の形態に係るアイアンゴルフクラブヘッド１０は、フェ
ース部１とキャビティ部２とを備える。
【００１３】
　フェース部１は、フェース面（打球面）３と、フェース面３の背面側に位置するフェー
スバック面４とを有する。フェース面３は、主として打球することが予定されている高反
発（たとえば反発係数が０．７５以上）の領域を中央部１０ｃに有しており、シャフト１
１側の端部に位置するヒール部１０ｈから、フェース面３に対してヒール部１０ｈと反対
側の端部に位置するトゥ部１０ｔまで延びている。ここで、中央部１０ｃは、フェース面
３上においてヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔに向かう方向に延びるスコアライン幅の中
央部に位置している。また、フェース面３は、アイアンゴルフクラブを構えたときに、鉛
直方向上方の端部に位置するトップエッジ部５から、接地面と接する側の端部に位置する
ソール部６まで延びている。つまり、フェース面３は、屈曲面を有しておらず、１つの平
面で構成されている。フェースバック面４は、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまでフェ
ース面３と平行に設けられている。つまり、フェースバック面４が形成されている領域に
おいては、フェース部１の厚みはフェース面３からフェースバック面４までの厚みであっ
て、均一に設けられている。
【００１４】
　キャビティ部２は、フェースバック面４より後方側に位置している。キャビティ部２は
、フェース部１のソール部６側に連なるように形成されている。キャビティ部２において
、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔに向かう方向に延びる溝部８が形成されている。溝部
８は、トップエッジ部５側に開口部を有し、ソール部６側に底面が設けられている。溝部
８の前方（フェース面３側）側壁は、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向に
おいて、いわゆる、くの字状に屈曲している。また、溝部８の前方の側壁からフェース面
３までの距離（厚み）は、中央部１０ｃが最も厚くなっている。
【００１５】
　溝部８の上端部は、溝部８の上端部の位置は、フェース部１のソール部６からトップエ
ッジ部５に向かう方向での中央部よりソール部６側に位置している。溝部８の後方側には
、溝部８の底面と後方側壁を規定するように突壁部９が形成されている。突壁部９は、ア
イアンゴルフクラブヘッド１０の重心を深く、低くしている。
【００１６】
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　このとき、溝部８が形成されている領域においては、フェース部１の厚みはフェース面
３から溝部８の前方側壁までの厚みであって、分布を有している。ヒール部１０ｈにおけ
るフェース面３から溝部８の前方側壁までの厚みは、トゥ部１０ｔにおけるフェース面３
から溝部８の前方側壁までの厚みと同等に形成されている。フェース面３から溝部８の前
方側壁までの厚みは、ヒール部１０ｈから中央部１０ｃにかけて、およびトゥ部１０ｔか
ら中央部１０ｃにかけて、徐々に厚くなっている。中央部１０ｃにおけるフェース面３か
ら溝部８の前方側壁までの厚みは、ヒール部１０ｈおよびトゥ部１０ｔにおけるフェース
面３から溝部８の前方側壁までの厚みよりも厚い。
【００１７】
　これにより、中央部１０ｃにおけるフェース面３から溝部８の前方側壁までの厚みＨｃ
を厚くすることにより、中央部１０ｃの反発係数を低下させて、ヒール部１０ｈやトゥ部
１０ｔとの反発係数の差を低減することができる。また、アイアンゴルフクラブヘッド１
０は、中央部１０ｃにおいてフェース部１の厚みが厚く形成されているため、高い耐久性
を有している。
【００１８】
　また、溝部８において、溝部８の底部におけるフェース面３から溝部８の前方側壁まで
の厚みは、溝部８の上端部における厚みよりも薄く設けられている。これにより、突壁部
９が接続されているためトップエッジ部５と比べてたわみにくいソール部６側に位置する
フェース部１において、フェース面３から溝部８の前方側壁までの厚みを溝部８の上端部
における厚みよりも薄くすることができる。これにより、中央部１０ｃにおいて溝部８の
上端部が位置する側（トップエッジ部５からソール部６まで延びる方向の中央側）の上記
厚みは厚くしながらも、中央部１０ｃにおいてソール部６側のフェース部１の反発係数の
低下を抑制することができる。つまり、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向
において中央部１０ｃの反発係数を抑えることにより、反発係数のばらつきを効果的に低
減しながらも、中央部１０ｃのソール部６側における反発係数のさらなる低下を抑制する
ことで、トップエッジ部５からソール部６まで延びる方向においても、反発係数のばらつ
きを効果的に低減することができる。
【００１９】
　アイアンゴルフクラブヘッド１０は、上記のような形状を鍛造により形成されている。
たとえば、炭素鋼を鍛造した後、機械加工することにより成形可能である。これにより、
鋳造で製造した場合と比べて、打球感を向上することができる。また溝部８は、たとえば
、鍛造後にＴスロットカッターなどを用いて切削することにより形成すればよい。
【００２０】
　以上のように、本実施の形態に係るアイアンゴルフクラブヘッド１０は、ヒール部１０
ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向において、ヒール部１０ｈとトゥ部１０ｔとの間に位
置する中央部１０ｃでのフェース面から溝部８の前方側側壁までの厚みは、ヒール部１０
ｈおよびトゥ部１０ｔにおける厚みより厚い。また、溝部８の底部におけるフェース面３
から溝部８の前方側壁までの厚みは、溝部８の上端部における厚みよりも薄い。そのため
、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向において反発係数のばらつきを効果的
に低減するとともに、トップエッジ部５からソール部６まで延びる方向においても、反発
係数のばらつきを効果的に低減することができる。
【００２１】
　上述したアイアンゴルフクラブヘッド１０を備えるアイアンゴルフクラブは、従来のア
イアンゴルフクラブよりもスイートスポットが広いため、打球の方向安定性を求める使用
者にとって扱いやすい。
【００２２】
　（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について説明する。本実施の形態に係るアイアンゴルフク
ラブヘッドおよびアイアンゴルフクラブは、基本的には実施の形態１に係るアイアンゴル
フクラブヘッドおよびアイアンゴルフクラブと同様の構成を備えるが、溝部８の前方側壁
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の上端部からトップエッジ部５側に延びるフェースバック面４ｂ，４ｃを備える点で異な
る。
【００２３】
　図４を参照して、本実施の形態に係るフェースバック面４は、フェース面３と平行に形
成されたフェースバック面４ａと、当該フェースバック面４ａに対して異なる傾斜角を有
する２つのフェースバック面４ｂ，４ｃとを含んでいる。つまり、フェースバック面４ｂ
およびフェースバック面４ｃは、中央部１０ｃにおいて１つの辺を共有して互いに対して
傾斜するように設けられており、当該１つの辺はフェースバック面４ａから見たときの稜
線を成している。
【００２４】
　溝部８の前方側壁は、開口部を規定している上端部において、フェースバック面４ｂ，
４ｃのそれぞれ１辺を成している。言い換えると、ヒール部１０ｈから中央部１０ｃまで
延びる溝部８の前方側壁の上端部はフェースバック面４ｂの、中央部１０ｃからトゥ部１
０ｔまで延びる溝部８の前方側壁の上端部はフェースバック面４ｃの、それぞれ１辺を成
している。
【００２５】
　このため、トップエッジ部５側からソール部６側まで延びる方向において、フェース面
３とフェースバック面４との間の厚みは、溝部８の前方側壁の上端部で最も厚く、当該上
端部からトップエッジ部５側および溝部８の底部側に行くに従って薄くなるように設けら
れている。つまり、フェース面３とフェースバック面４ｂ，４ｃとが対向する領域におい
て、フェースバック面４ｂとフェースバック面４ｃとがフェースバック面４ａに対する稜
線を共有している中央部１０ｃが最も厚く、ヒール部１０ｈ側とトゥ部１０ｔ側は中央部
１０ｃよりも薄く形成されている。
【００２６】
　このようにすれば、溝部８が形成されていない領域（フェース面３とフェースバック面
４ｂ，４ｃとが対向する領域）においても、ヒール部１０ｈおよびトゥ部１０ｔと比べて
中央部１０ｃにおけるフェース部１の厚みを厚くすることができる。言い換えると、中央
部１０ｃにおけるフェース面３からフェースバック面４までの厚みを、ヒール部１０ｈに
おけるフェース面３からフェースバック面４ｂまでの厚み、およびトゥ部１０ｔにおける
フェース面３からフェースバック面４ｃまでの厚みよりも厚くすることができる。このた
め、実施の形態１よりも広範に渡って、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向
およびトップエッジ部５からソール部６まで延びる方向における反発係数のばらつきを効
果的に低減することができる。
【００２７】
　（実施の形態３）
　次に、図５を参照して、本発明の実施の形態３について説明する。図５は、本実施の形
態に係るアイアンゴルフクラブヘッドの溝部８の上端部における、トップエッジ部５側か
らみたときの断面図であり、図１中の線分Ｖ－Ｖにおける断面図に相当する。本実施の形
態に係るアイアンゴルフクラブヘッドおよびアイアンゴルフクラブは、基本的には実施の
形態１と同様の構成を備えるが、トゥ部１０ｔにおけるフェース面３から溝部８の前方側
側壁までの厚みＨｔを、ヒール部１０ｈにおけるフェース面３から溝部８の前方側側壁ま
での厚みＨｈよりも厚く設けている点で異なる。
【００２８】
　つまり、本実施の形態において、フェース面３から溝部８の前方側壁の上端部までの厚
みに関して、中央部１０ｃにおけるフェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚みＨｃ
と、トゥ部１０ｔにおけるフェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚みＨｔと、ヒー
ル部１０ｈにおけるフェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚みＨｈとの関係は、Ｈ
ｃ＞Ｈｔ＞Ｈｈとなっている。
【００２９】
　これにより、フェース部１は、シャフト１１と近接するために剛性が高くたわみにくい
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ヒール部１０ｈにおいて最も薄く形成されるため、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで
延びる方向において、反発係数のばらつきをより効果的に低減することができる。
【実施例】
【００３０】
　以下、本発明の実施例について説明する。
　本実施例は、アイアンゴルフクラブヘッドにおいて、ヒール部、中央部、およびトゥ部
におけるフェース部の厚み分布が異なる３種に対して固有値解析を行い、反発係数を評価
した。
【００３１】
　（試料）
　図６を参照して、実施例１のアイアンゴルフクラブヘッドは、ヒール部とトゥ部におけ
るフェース部の厚みを同等とし、中央部におけるフェース部の厚みをこれらよりも厚く設
けた構造とした。具体的には、中央部の厚みを６．６ｍｍとし、トゥ部の厚みを３．０ｍ
ｍ、ヒール部の厚みを３．０ｍｍとした。実施例２のアイアンゴルフクラブヘッドは、フ
ェース部の厚みが中央部において最も厚く、以下トゥ部、ヒール部の順に厚みが薄くなっ
ている構造とした。具体的には、中央部の厚みを６．９ｍｍとし、トゥ部の厚みを４．６
ｍｍ、ヒール部の厚みを２．４ｍｍとした。比較例１のアイアンゴルフクラブヘッドは、
フェース部の厚みがヒール部、中央部、およびトゥ部がいずれも均一に設けられている構
造とした。具体的には、中央部の厚みを３．２ｍｍとし、トゥ部の厚みを３．２ｍｍ、ヒ
ール部の厚みを３．２ｍｍとした。
【００３２】
　（評価方法）
　ＣＡＤにより上記実施例１、実施例２、及び比較例１のモデルを作成し、ＰＴＣ社製Ｃ
ｒｅｏ　Ｓｉｍｕｌａｔｅを使用した有限要素法により反発係数のシミュレーションを行
った。
【００３３】
　（結果）
　図７は、実施例１、実施例２および比較例１の解析結果を示すグラフである。図７の横
軸はトゥ部（センターから１０ｍｍトウ側）、センター（中央部上であってリーディング
エッジ（フェース面のソール部側に位置する端部）からフェース面上１５ｍｍ上側）、ヒ
ール部（センターから１０ｍｍヒール側）の各部分を示している。図７の縦軸は、実施例
１、実施例２および比較例１において中央部の反発係数を１としたときの、各部分の反発
係数の比率を示している。比較例１の構造では中央部に対してトゥ部およびヒール部の反
発係数は大きく低下しているが、実施例１および実施例２の構造では中央部に対するトゥ
部およびヒール部の反発係数の低下が抑制できることが確認できた。特に、ヒール部にお
いて効果が高く、ヒール部の反発係数は、比較例１では中央部の７５％程度にまで低下し
ていたが、実施例１では８０％、実施例２では８５％程度であり、反発係数のばらつきが
低減できることが確認できた。
【００３４】
　ここで、上述した実施の形態と一部重複する部分もあるが、本発明の特徴的な構成を列
挙する。
【００３５】
　本発明に従ったゴルフクラブヘッド１０は、打球面（フェース面）３と打球面（フェー
ス面）３の背面側に位置するフェースバック面４とを有するフェース部と、フェースバッ
ク面４の後方側に設けられたキャビティ部２とを備える。キャビティ部２は、打球面（フ
ェース面）３に対してシャフト１１側の端部に位置するヒール部１０ｈから、打球面（フ
ェース面）３に対してヒール部１０ｈと反対側の端部に位置するトゥ部１０ｔに向かう方
向に延びる溝部８を含み、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向において、ヒ
ール部１０ｈとトゥ部１０ｔとの間に位置する中央部１０ｃでのフェース面３から溝部８
のフェース面３側の側壁までの厚みは、ヒール部１０ｈおよびトゥ部１０ｔにおけるフェ
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ース面３から溝部８のフェース面３側の側壁までの厚みより厚い。
【００３６】
　これにより、中央部１０ｃにおいて、フェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚み
を厚くすることにより反発係数を低下させて、ヒール部１０ｈやトゥ部１０ｔとの反発係
数の差を低減することができる。また、アイアンゴルフクラブヘッド１０は、中央部１０
ｃにおいてフェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚みが厚く形成されているため、
高い耐久性を有している。
【００３７】
　上記トゥ部１０ｔにおけるフェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚みは、ヒール
部１０ｈにおけるフェース面３から溝部８の前方側側壁までの厚みよりも厚くてもよい。
【００３８】
　これにより、フェース部１はヒール部１０ｈにおいて最も薄く形成されるため、ヒール
部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向において、反発係数のばらつきをより効果的に
低減することができる。
【００３９】
　上記のアイアンゴルフクラブヘッド１０は、鍛造により形成されていてもよい。
　これにより、アイアンゴルフクラブヘッド１０の打球感を向上することができる。
【００４０】
　上記中央部１０ｃにおける厚みＨｃは３．５ｍｍ以上７．５ｍｍ以下であってもよい。
また、トゥ部１０ｔにおける厚みＨｔは３．０ｍｍ以上５．０ｍｍ以下であってもよい。
また、ヒール部１０ｈにおける厚みＨｈは２．０ｍｍ以上４．０ｍｍ以下であってもよい
。
【００４１】
　このようにすることで、アイアンゴルフクラブヘッド１０は、ヒール部１０ｈからトゥ
部１０ｔまで延びる方向において、反発係数のばらつきをより効果的に低減することがで
きるとともに、高い耐久性を有している。
【００４２】
　上記溝部８の底部における厚みが溝部８の上端部における厚みよりも薄くてもよい。
　これにより、ソール部６周辺のフェース部１の反発係数を大きくすることができる。つ
まり、中央部１０ｃにおいてもソール部６側の反発係数は大きくすることができる。その
結果、ヒール部１０ｈからトゥ部１０ｔまで延びる方向において中央部１０ｃの厚みを最
も厚くし反発係数を抑えることで反発係数のばらつきを効果的に低減しながらも、中央部
１０ｃにおいて全体的に反発係数が下がることを抑制することができる。
【００４３】
　本発明に従ったアイアンゴルフクラブは、上記のアイアンゴルフクラブヘッド１０を備
えている。
【００４４】
　これにより、本発明に従ったアイアンゴルフクラブは、従来のアイアンゴルフクラブよ
りも広いスイートスポットを有している。
【００４５】
　以上のように本発明の実施の形態および実施例について説明を行なったが、上述の実施
の形態および実施例を様々に変形することも可能である。また、本発明の範囲は上述の実
施の形態および実施例に限定されるものではない。本発明の範囲は、特許請求の範囲によ
って示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更を含むことが意
図される。
【符号の説明】
【００４６】
　１　フェース部、２　キャビティ部、３　フェース面、４，４ａ，４ｂ，４ｃ　フェー
スバック面、５　トップエッジ部、６　ソール部、８　溝部、９　突壁部、１０　アイア
ンゴルフクラブヘッド、１０ｃ　中央部、１０ｈ　ヒール部、１０ｔ　トゥ部、１１　シ
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